
Pick up

おごせ教育　６月１４日（火）は、１～３年生
が梅干しづくり体験学習を行いま
した。梅のへたを竹串で取り除い
たり、樽に塩と梅を交互に入れて
つけたり、真剣に取り組むことが
できました。最後にみんなで「お
いしくなーれ！」とおまじないをし
てふたをしました。できあがりが楽
しみです。

　６月23日(木)、24日(金)に、
今年で27回目を迎える立志発表
会が行われました。自らの進路
を考え、自分の将来について語
る３年生の堂々とした発表は、
参観者からもたくさんの賛辞を
いただきました。

おごせっ子広場
　町内の小中学校や町の行事等に
参加する子供たちを写真で紹介する
コーナーです。

越 生 中 学 校

　６月22日(水)、23日(木)に小川げ
んきプラザで越生小、梅園小の５年
生が宿泊学習を行いました。１日目
はスタンプラリーをしたり、キャン
ドルの火を囲んだりして盛り上がり
ました。２日目の野外炊事では、手
早くおいしいカレーが出来上がりま
した。

梅 園 小 学 校
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越生中学校

「感動と笑顔があふれ
　  　温かみのある学校」

　
越
生
中
学
校
で
は
、
本
年
度
、

生
徒
数
二
百
十
四
名
、
教
職
員
数

二
十
九
名
で
、
順
調
に
教
育
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
校
訓
は

「
立
志
」
学
校
教
育
目
標
は
「
自

立
の
力
を
育
む
」
そ
し
て
本
年
度

の
目
指
す
学
校
像
を
「
感
動
と
笑

顔
が
あ
ふ
れ
、
温
か
み
の
あ
る
学

校
」
と
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
生

徒
に
居
場
所
が
あ
り
、
思
い
や
り

や
優
し
さ
に
包
ま
れ
た
温
か
い
雰

囲
気
の
中
で
、
一
人
一
人
が
夢
や

希
望
に
向
か
っ
て
力
強
く
歩
ん
で

い
け
る
。
そ
ん
な
学
校
で
あ
り
た

い
と
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。
今

年
の
生
徒
た
ち
も
、
こ
れ
ま
で
多

く
の
先
輩
た
ち
が
大
切
に
し
て
き

た
「
越
中
生
と
し
て
の
自
信
と
誇

り
」
を
受
け
継
ぎ
、
毎
日
の
授
業

や
部
活
動
、
学
校
行
事
な
ど
に
一

生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
生

徒
た
ち
に
は
生
き
る
力
を
し
っ
か

り
身
に
つ
け
、
将
来
、
自
立
し
た

一
人
の
社
会
人
と
し
て
大
い
に
活

躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
越
生
町
へ
の
愛
着
を

一
層
深
め
、
い
つ
ま
で
も
故
郷
を

大
切
に
思
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
越
生
町
を
盛
り
立
て
て
く
れ
る

人
材
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

越 生 小 学 校
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民
俗
行
事
・
芸
能
を
継
承
・
保

存
す
る
12
団
体
に
よ
る
「
越
生
町

文
化
遺
産
活
用
事
業
」
が
本
格
的

に
始
ま
り
ま
し
た
。
大
掛
か
り
な

工
事
と
な
る
山
車
本
体
の
修
理
や

山
車
飾
幕
の
復
元
事
業
が
着
々
と

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
①
６
月
23
〜
25
日
、
株
式
会
社

吉よ
し
し
ょ
う匠
建
築
工
藝
（
八
王
子
市
）
に

よ
る
本
町
山
車
の
解
体
工
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
車
輪
か
ら
上
の
構
造

材
が
解
体
さ
れ
、
彫
刻
や
錺か

ざ
り
か
な
ぐ

金
具

も
丁
寧
に
取
り
外
さ
れ
て
搬
出
さ

れ
ま
し
た
。
本
町
山
車
は
大
正
８

年
（
１
９
１
９
）
に
東
京
神
田
宮み
や

本も
と
ち
ょ
う
町
の
亀き
っ
こ
う
さ
い
せ
い
し
ゅ
う

甲
斎
清
秀
（
小お
ぐ
ら倉
秀ひ
で
た太

郎ろ
う

）
が
製
作
し
た
も
の
で
、
上う
わ
ほ
こ鉾

に
は
八や
た
が
ら
す

咫
烏
に
導
か
れ
る
神じ
ん
む武
天

皇
が
飾
ら
れ
ま
す
。
町
内
で
は
唯

一
腰こ
し
ま
く幕
（
山
車
下
部
に
巻
く
幕
）

が
な
く
、
石い
し
か
わ
さ
ん
ご
ろ
う
の
ぶ
み
つ

川
三
五
郎
信
光
に
よ

る
彫
刻
が
施
さ
れ
た
腰こ
し
い
た板
が
つ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
②
26
日
、
株
式
会
社
長な
が
の
や

野
屋

（
熊
谷
市
）
が
、
黒
岩
町
山
車
の

現
地
調
査
（
採
寸
）
を
行
い
ま
し

た
。
黒
岩
の
山
車
は
明
治
27
年

（
１
８
９
４
）
の
製
作
と
推
定
さ

れ
る
熊
谷
の
鎌か
ま
く
ら
ち
ょ
う

倉
町
の
も
の
で
、

町
内
唯
一
の
二
重
鉾
構
造
は
高
さ

８
ｍ
ま
で
、
素す
さ
の
お
の
み
こ
と

戔
嗚
尊
の
人
形
を

乗
せ
て
せ
り
上
が
り
ま
す
（
一
昨

年
復
元
）
。
明
治
期
に
鎌
倉
町
で

撮
ら
れ
た
写
真
を
も
と
に
飾
幕
の

色
・
素
材
・
柄
な
ど
を
考
証
し
、

復
元
製
作
し
て
い
き
ま
す
。

　
③
７
月
２
・
３
日
、
株
式
会
社

荒あ
ら
き
し
ゃ
じ

木
社
寺
（
秩
父
市
）
に
よ
る
上

町
山
車
の
解
体
搬
出
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
上
町
の
山
車
は
、
明
治
19

年
に
東
京
谷
中
初は
つ
ね
ち
ょ
う

音
町
一
丁
目
と

上か
み
さ
ん
さ
き
ち
ょ
う

三
崎
町
の
山
車
と
し
て
造
ら

れ
、
日
暮
里
の
諏す

わ方
神
社
で
曳
き

回
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
現
在

に
至
る
ま
で
大
規
模
な
修
理
を
行

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ

を
機
に
劣
化
が
み
ら
れ
る
後
輪
芯

棒
や
骨
組
み
の
修
理
、
塗
装
を
行

い
ま
す
。

　
今
後
も
、
河
原
町
・
新
宿
・
仲

町
の
山
車
解
体
工
や
、
越
生
東
二

区
囃
子
連
、
獅
子
舞
保
存
会
４
団

体
、
越
生
里
神
楽
保
存
会
の
用
具

整
備
の
事
業
経
過
を
報
告
し
て
い

き
ま
す
。

左：解体作業中の本町山車（６月２４日撮影）　右：廻り舞台の部材を外す（６月２５日撮影）

左、右上：解体作業中の上町山車（７月３日撮影）

黒岩町山車の腰幕部分を採寸（６月２６日撮影）
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